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を希薄化 して関係させる論であり,イベント的で ｢内発的｣創造性を担保 しえない視角で
あるといえる｡
第 3のタイプは,地域,教育それぞれの主体性や独自性を担保 しながら相互に ｢内発的｣









荏,地域と連関し,地域教育を内包 しなければ,弱体なものにとどまる(7)｡ しか し,1930
年代の ｢全村学校｣論や1950年代の経験主義教育論のように,教育の基本性格イコール















































































































えてないようにみえる｡ しかし,地域教育における ｢活動｣(ヴィゴッキー)や ｢実働｣
(ローリン)は上記 した教育的補完体験ではなく,独自な教育的意義をもつ営為として位
置づける｡
第 1に,活動や実働は基礎 ･基本学習の基盤となるとともに,基礎 ｡基本学習を身体性,












教育として注目されつつある｡ しかし,その内実は ｢あいさつ｣や ｢感謝｣などの不易的
社会性が強調され,現代地域教育が形成 しつつある新たな社会協同性の論究は些少である｡
ここでは,その点にかかわって,若干の問題提起を試みたい｡
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